
条
例
改
正
等

６
月
村
議
会
定
例
会
報
告

◆
東
秩
父
村
出
産
祝
い
金
の
支
給
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例（
内
容
）
現
条
例
で
定
め
て
い
る
支

給
対
象
者
要
件
に
つ
い
て
、
所
要
の

改
正
を
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、
東

秩
父
村
出
産
祝
い
金
の
支
給
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。

◆
東
秩
父
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
内
容
）
国
民
健
康
保
険
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
24
年
法
律

第
28
号
）
の
一
部
が
平
成
27
年
４
月

１
日
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

東
秩
父
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
東
秩
父
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

（
内
容
）
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び

介
護
の
総
合
的
な
確
保
を
推
進
す
る

た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す

る
法
律
に
よ
る
介
護
保
険
法
の
改
正

に
よ
り
、
東
秩
父
村
介
護
保
険
条
例

　

村
議
会
定
例
会
が
６
月
11
日
に
開
か
れ
、
条
例
改
正
等
５
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
の
議
案
も
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

（
内
容
）
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
８
２
５
万
７
０
０
０
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

18
億
１
８
２
５
万
７
０
０
０
円
と
す

る
も
の
で
す
。

◆
東
秩
父
村
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

（
内
容
）
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
１
万
２
０
０
０
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
４
億

５
２
７
１
万
２
０
０
０
円
と
す
る
も

の
で
す
。

福
島　

重
次 

議
員

質
問　

ふ
れ
あ
い
橋
の
活
用
に
つ
い

て（
内
容
）
「
ふ
れ
あ
い
橋
」
架
設
の

目
的
は
２
つ
あ
り
、
第
１
に
大
型
車

を
「
ふ
れ
あ
い
橋
」
を
経
由
し
て
県

道
に
導
き
、
小
学
生
の
登
下
校
の
安

全
を
図
る
。
第
２
に
路
線
バ
ス
が

補
正
予
算

一
般
質
問

「
ふ
れ
あ
い
橋
」
を
通
過
す
る
こ
と

に
よ
り
、
交
通
の
流
れ
を
円
滑
に
す

る
こ
と
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

「
ふ
れ
あ
い
橋
」
を
い
ま
だ
に
大

型
車
が
通
過
し
て
い
な
い
現
状
に
つ

い
て

答
弁　

「
ふ
れ
あ
い
橋
」
の
大
型
車

両
通
行
に
つ
い
て
は
、
村
と
秩
父
鉱

業
株
式
会
社
御
堂
鉱
業
所
と
協
議
し

た
結
果
、
小
川
方
面
へ
向
か
う
車
両

は
従
来
ど
お
り
村
道
１
‐
１
号
線
を

通
行
し
て
い
る
状
況
で
す
。
理
由
と

し
て
は
、
県
道
11
号
線
渕
山
堰
付
近

（
奥
沢
と
御
堂
の
境
）
の
道
路
状
況

が
大
型
車
両
の
交
互
通
行
に
厳
し
い

た
め
で
す
。
当
該
区
間
は
道
路
路
肩

が
狭
い
た
め
、
大
型
車
両
が
す
れ
違

う
際
は
片
方
の
大
型
車
両
が
一
時
停

止
し
て
い
ま
す
。
視
距
も
悪
く
、
一

時
停
止
に
よ
る
追
突
等
の
事
故
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
、
秩
父
鉱
業
株
式
会

社
に
係
る
大
型
車
両
の
通
行
の
一
部

に
つ
い
て
は
、
村
道
１
‐
１
号
線
を

通
行
し
て
い
ま
す
。

　

村
と
し
て
も
村
道
１
‐
１
号
線
は

通
学
路
に
指
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

大
型
車
両
の
通
行
は
村
道
半
場
線
を

通
行
し
県
道
へ
達
し
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
当
該
区
間
の
道

路
拡
幅
を
埼
玉
県
に
要
望
し
、
早
期

に
大
型
車
両
が
交
互
通
行
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
の
で
、
改
良
さ
れ

れ
ば
村
道
半
場
線
を
通
行
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

路
線
バ
ス
も
「
ふ
れ
あ
い
橋
」
を

通
過
せ
ず
従
来
ど
お
り
の
経
路
で
運

行
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
前
の
準
備
を

怠
り
路
線
変
更
の
手
続
き
を
整
え
路

線
変
更
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
何
故

か答
弁　

路
線
バ
ス
の
運
行
ル
ー
ト
を

変
更
す
る
た
め
に
は
、
イ
ー
グ
ル
バ

ス
株
式
会
社
が
関
東
運
輸
局
に
対
し

変
更
手
続
き
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

し
た
。

　

平
成
27
年
第
１
回
東
秩
父
村
議
会

定
例
会
の
議
案
第
26
号
「
東
秩
父
村

道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て
」
に
よ
り
、

村
道
１
‐
２
号
線
の
路
線
変
更
を
可

決
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
可
決
に

よ
り
関
東
運
輸
局
に
変
更
協
議
を
行

い
、
地
元
の
警
察
署
と
も
協
議
す
る

よ
う
条
件
が
付
さ
れ
た
た
め
、
小
川

警
察
署
と
協
議
し
、
工
事
完
成
後
に

現
場
に
て
状
況
確
認
す
る
こ
と
に
な

っ
た
た
め
、
完
成
翌
日
に
現
場
で
立

会
い
、
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
村
で
は
バ
ス
停
留
所
の

詳
細
な
設
計
を
す
る
た
め
、
イ
ー
グ

ル
バ
ス
株
式
会
社
と
協
議
し
、
バ
ス

の
乗
降
口
の
寸
法
や
位
置
等
を
現
場

で
測
量
し
、
現
在
、
バ
ス
停
留
所
の

整
備
工
事
を
施
工
中
で
す
。

　

イ
ー
グ
ル
バ
ス
株
式
会
社
に
お
い

て
は
、
社
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
変
更
等
を

行
い
、
７
月
１
日
に
運
行
ル
ー
ト
が

変
更
で
き
る
よ
う
準
備
中
で
す
。

　

以
上
の
通
り
対
応
す
る
期
間
が
必

要
で
あ
っ
た
た
め
で
、
事
前
の
準
備

を
怠
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

田
中　

秀
雄 

議
員

質
問　

敬
老
会
の
運
営
に
つ
い
て

（
内
容
）
現
在
行
わ
れ
て
い
る
敬
老

会
は
、
フ
ロ
ア
ー
の
上
に
カ
ー
ペ
ッ

ト
を
敷
き
座
布
団
に
座
り
な
が
ら
行

っ
て
い
ま
す
。
車
椅
子
の
方
な
ど
、

お
越
し
い
た
だ
い
た
方
が
安
心
し
て

過
ご
せ
る
よ
う
椅
子
と
テ
ー
ブ
ル
を

使
用
し
た
敬
老
会
が
で
き
る
か
ど
う

か
。
ま
た
、
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
職

員
の
負
担
、
妨
げ
に
な
る
も
の
は
あ

る
の
か
伺
い
た
い
。

答
弁　

保
健
セ
ン
タ
ー
に
は
、
椅
子

が
２
４
９
脚
、
机
が
60
台
あ
り
、
椅

子
・
机
と
も
既
存
の
も
の
を
利
用
す

れ
ば
可
能
で
す
。
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

に
つ
い
て
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

の
会
場
も
概
ね
１
７
０
名
程
度
ま
で

は
収
容
可
能
範
囲
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

職
員
の
負
担
は
敬
老
会
準
備
時
、

各
課
等
の
職
員
の
協
力
が
あ
れ
ば
問


